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(57)【要約】
【課題】サムネイルリスト表示など代表画像の読み取り
、表示処理を効率的に実行可能とした構成を提供する。
【解決手段】例えばチャプタに対応して設定された代表
画像としての被参照画像（ＩＤＲ）のアクセス情報とし
て、代表画像の読み取りに適用するアドレス情報と読み
取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報をプ
レイリストファイルまたはインデックスファイルに記録
する構成とした。本構成により、サムネイルリスト表示
など、代表画像の読み取り再生を行なう場合、代表画像
アクセス情報を参照した処理が可能となり、ＩＤＲ読み
取り再生を効率的に迅速に行なうことが可能となる。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行う制御部を有し、
　前記制御部は、
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデータ記録制
御を行なう構成であり、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取りに適用
する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファイルに記録す
る制御を行なう構成であることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を
設定したエンコードデータの記録および記録データに対応する管理情報の記録制御を行な
い、
　再生区間情報としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定さ
れる被参照ピクチャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、前記属性
情報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報
処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記代表画像アクセス情報として、
　代表画像の読み取りに適用するアドレス情報と読み取りデータサイズ情報を前記属性情
報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処
理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　ＡＶＣＨＤフォーマットに従ったデータ記録制御を行なう構成であり、
　再生区間情報としてＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストマークに
よって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ
（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取
りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、前記属性情報ファイルに記録する制御
を行なう構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記代表画像アクセス情報は、
　前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号
と、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする請求項４
に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従ったデータ記録制御を行なう構成であり、
　前記代表画像アクセス情報を、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定される属
性情報を格納した属性情報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とする
請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはイン
デックスファイルに前記代表画像アクセス情報を記録する制御を行なう構成であることを
特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
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　前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはイン
デックスファイルに設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に前記代表画像アク
セス情報を記録する制御を行なう構成であることを特徴とする請求項７に記載の情報処理
装置。
【請求項９】
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従って情報記録媒体
に記録されたデータの再生処理を実行する情報処理装置であり、
　情報記録媒体に記録されたデータの再生制御を行う制御部を有し、
　前記制御部は、
　情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処理おいて、
　前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像のアドレス
情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得して、取得した代表
画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なう構成であることを特徴とする情報
処理装置。
【請求項１０】
　情報記録媒体に記録されたデータは、ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇ
ｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定したエンコードデータであり、
　前記制御部は、
　再生区間情報としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定さ
れる被参照ピクチャの読み取りに際して、前記代表画像アクセス情報を適用した処理を行
なう構成であることを特徴とする請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　ＡＶＣＨＤフォーマットに従った記録データの再生制御を行なう構成であり、
　再生区間情報としてＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストマークに
よって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ
（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取
りにおいて、前記代表画像アクセス情報を適用した処理を行なう構成であることを特徴と
する請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記代表画像アクセス情報は、
　前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号
と、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする請求項１
１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従った記録データの再生制御を行なう構成であり、
　前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはイン
デックスファイルに記録された代表画像アクセス情報を取得して、取得した代表画像アク
セス情報に従って代表画像の読み取りを行なう構成であることを特徴とする請求項９に記
載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、
　前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはイン
デックスファイルに設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に記録された代表画
像アクセス情報を取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取り
を行なう構成であることを特徴とする請求項１３に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　情報処理装置において、情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行う情報処理方法
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であり、
　制御部が、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデ
ータ記録制御を行なうとともに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取
りに適用する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファイル
に記録する制御を行なうことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１６】
　前記制御部は、ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉ
ｃｔｕｒｅ）を設定したエンコードデータの記録および記録データに対応する管理情報の
記録制御を行ない、
　再生区間情報としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定さ
れる被参照ピクチャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、前記属性
情報ファイルに記録する制御を行なうことを特徴とする請求項１５に記載の情報処理方法
。
【請求項１７】
　前記制御部は、前記代表画像アクセス情報として、代表画像の読み取りに適用するアド
レス情報と読み取りデータサイズ情報を前記属性情報ファイルに記録する制御を行なうこ
とを特徴とする請求項１５に記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォーマットに従ったデータ記録制御を行ない、再生区間情
報としてＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストマークによって設定さ
れるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎｓｔａ
ｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りに適用する
情報を代表画像アクセス情報として、前記属性情報ファイルに記録する制御を行なうこと
を特徴とする請求項１５に記載の情報処理方法。
【請求項１９】
　前記代表画像アクセス情報は、
　前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号
と、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする請求項１
８に記載の情報処理方法。
【請求項２０】
　前記制御部は、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットである
ＡＶＣＨＤフォーマットに従ったデータ記録制御を行ない、
　前記代表画像アクセス情報を、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定される属
性情報を格納した属性情報ファイルに記録する制御を行なうことを特徴とする請求項１５
に記載の情報処理方法。
【請求項２１】
　前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファ
イルまたはインデックスファイルに前記代表画像アクセス情報を記録する制御を行なうこ
とを特徴とする請求項２０に記載の情報処理方法。
【請求項２２】
　前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファ
イルまたはインデックスファイルに設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に前
記代表画像アクセス情報を記録する制御を行なうことを特徴とする請求項２１に記載の情
報処理方法。
【請求項２３】
　情報処理装置において、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマッ
トに従って情報記録媒体に記録されたデータの再生処理を実行する情報処理方法であり、
　制御部が、情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処
理おいて、前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像の
アドレス情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得して、取得
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した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なうことを特徴とする情報処
理方法。
【請求項２４】
　情報記録媒体に記録されたデータは、ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇ
ｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定したエンコードデータであり、
　前記制御部は、再生区間情報としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画
像として設定される被参照ピクチャの読み取りに際して、前記代表画像アクセス情報を適
用した処理を行なうことを特徴とする請求項２３に記載の情報処理方法。
【請求項２５】
　前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォーマットに従った記録データの再生制御を行ない、再生
区間情報としてＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストマークによって
設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎ
ｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りにお
いて、前記代表画像アクセス情報を適用した処理を行なうことを特徴とする請求項２３に
記載の情報処理方法。
【請求項２６】
　前記代表画像アクセス情報は、
　前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号
と、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする請求項２
５に記載の情報処理方法。
【請求項２７】
　前記制御部は、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットである
ＡＶＣＨＤフォーマットに従った記録データの再生制御を行ない、前記ＡＶＣＨＤ記録フ
ォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイルに記録
された代表画像アクセス情報を取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画
像の読み取りを行なうことを特徴とする請求項２３に記載の情報処理方法。
【請求項２８】
　前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファ
イルまたはインデックスファイルに設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に記
録された代表画像アクセス情報を取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表
画像の読み取りを行なうことを特徴とする請求項２７に記載の情報処理方法。
【請求項２９】
　情報処理装置において、情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行わせるコンピュ
ータ・プログラムであり、
　制御部に、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデ
ータ記録制御を行なわせるとともに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読
み取りに適用する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファ
イルに記録する制御を行なわせることを特徴とするコンピュータ・プログラム。
【請求項３０】
　情報処理装置において、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマッ
トに従って情報記録媒体に記録されたデータの再生処理を実行させるコンピュータ・プロ
グラムであり、
　情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処理に際して
、制御部に、前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像
のアドレス情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得させて、
取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なわせることを特徴とす
るコンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、データ記録または再生処理を実行する情報処理装置、および情報処理方法、
並びにコンピュータ・プログラムに関する。さらに、詳細には、例えば各チャプタの代表
画像をサムネイル（縮小画像）リストとして表示する場合など、所定の画像区間から代表
画像を選択して表示する処理を効率的に行なうことを可能とするデータ記録およびデータ
再生処理を実行する情報処理装置、および情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近では、ディスク型記録メディアの記録容量の増大に伴って、従来の録画テープに代
わってディスクに動画像や静止画を保存するタイプのビデオカメラが出現してきている。
ディスク型記録メディアはランダム・アクセスが可能であるから、好きなシーンを効率的
に見つけ出すことができるとともに、データへのアクセスは非接触であるから情報記録媒
体（メディア）を劣化させることなく利用することができる。例えば、ＤＶＤビデオカメ
ラは、画質の良さや編集ができるなどの使い勝手の良さから年々ユーザが拡大してきてい
る。
【０００３】
　さらに、近年、データ品質を向上させたハイビジョンデータ、すなわちＨＤ（Ｈｉｇｈ
－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）デジタルデータの記録、再生を行なう機器が開発され、利用さ
れている。
【０００４】
　また、最新のＨＤデータの記録フォーマットとしてＡＶＣＨＤフォーマットが提案され
た。ＡＶＣＨＤフォーマットは、例えば、ビデオカメラで撮影した動画像ストリームをＭ
ＰＥＧ２－ＴＳストリームに符号化して記録するフォーマットであり、階層型のデータ管
理構成を持つ。
【０００５】
　このＡＶＣＨＤフォーマットは、インデックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト
（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（Ｃｌ
ｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）
の各ファイルが生成され記録される。なお、この記録フォーマットについては、本発明の
説明中において詳細に説明する。
【０００６】
　このＡＶＣＨＤフォーマットにおいては、記録された実データは、クリップＡＶストリ
ーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）ファイルに記録され、この実データに対応する管理情
報などが、インデックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃ
ｔ）、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）の各属性情報ファィルに散在して記録される設定とされている。
【０００７】
　このような記録データの再生を行なう場合、チャプタなどの再生区間毎に選択された代
表画像のリストをディスプレイに提示する処理が行なわれる場合がある。例えば、ユーザ
が多くの記録データから再生対象を効率的に選択するためのサムネイルリストの表示処理
などである。
【０００８】
　情報記録媒体に記録されたデータは符号化（エンコード）されたデータであり、例えば
、被参照ピクチャを含むピクチャグループとして設定されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　
Ｐｉｃｔｕｒｅ）から構成されるエンコードデータである。再生装置は、再生リスト表示
の際には、このようなエンコードデータから選択された画像のリストを作成して表示する
。このリスト表示処理においては、多くの場合、ＧＯＰに含まれる被参照ピクチャ［Ｉ（
Ｉｎｔｒａ）ピクチャ］を選択して復号を行い表示する。Ｉピクチャは他のピクチャの参
照をすることなく，復号可能なデータであり、効率的に復号を行なうことができるからで
ある。なお、ＡＶＣＨＤフォーマットでは、被参照ピクチャは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔ
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ａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャと呼ばれる。
【０００９】
　このような被参照ピクチャ（ＩＤＲ（Ｉ）ピクチャ）の選択表示を行なう場合、ＩＤＲ
ピクチャの情報記録媒体における記録位置を管理情報ファイルから取得することが必要と
なる。例えば、上述のＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録されたデータでは、インデッ
クス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリスト
（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の各属性情報
ファィルに管理情報が記録され、ＩＤＲピクチャの情報記録媒体における記録位置を取得
する場合、これらの複数のファイルをアクセスして必要情報を順次、読み取らなければな
らない。例えば多数の代表画像を一覧表示する場合には、多大な時間を要し、ユーザを待
たせることになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、サムネイル画像のリスト表示な
ど、代表画像を選択して表示する際に必要とする代表画像、例えば被参照ピクチャ（ＩＤ
Ｒ（Ｉ）ピクチャ）のアクセス情報を効率的に取得して、迅速な表示処理を実現するデー
タ記録およびデータ再生処理を実行する情報処理装置、および情報処理方法、並びにコン
ピュータ・プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の側面は、
　情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行う制御部を有し、
　前記制御部は、
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデータ記録制
御を行なう構成であり、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取りに適用
する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファイルに記録す
る制御を行なう構成であることを特徴とする情報処理装置にある。
【００１２】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、ピクチャグルー
プによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定したエンコー
ドデータの記録および記録データに対応する管理情報の記録制御を行ない、
　再生区間情報としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定さ
れる被参照ピクチャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、前記属性
情報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とする。
【００１３】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、前記代表画像ア
クセス情報として、代表画像の読み取りに適用するアドレス情報と読み取りデータサイズ
情報を前記属性情報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とする。
【００１４】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従ったデータ記録制御を行なう構成であり、再生区間情報としてＡＶＣＨＤフ
ォーマットにおいて規定されるプレイリストマークによって設定されるチャプタ単位の代
表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄ
ｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセ
ス情報として、前記属性情報ファイルに記録する制御を行なう構成であることを特徴とす
る。
【００１５】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記代表画像アクセス情報は、
前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号と
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、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする。
【００１６】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、予め規定された
階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従った
データ記録制御を行なう構成であり、前記代表画像アクセス情報を、前記ＡＶＣＨＤ記録
フォーマットにおいて規定される属性情報を格納した属性情報ファイルに記録する制御を
行なう構成であることを特徴とする。
【００１７】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
に前記代表画像アクセス情報を記録する制御を行なう構成であることを特徴とする。
【００１８】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
に設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に前記代表画像アクセス情報を記録す
る制御を行なう構成であることを特徴とする。
【００１９】
　さらに、本発明の第２の側面は、
　予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従って情報記録媒体
に記録されたデータの再生処理を実行する情報処理装置であり、
　情報記録媒体に記録されたデータの再生制御を行う制御部を有し、
　前記制御部は、
　情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処理おいて、
　前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像のアドレス
情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得して、取得した代表
画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なう構成であることを特徴とする情報
処理装置にある。
【００２０】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、情報記録媒体に記録されたデー
タは、ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ
）を設定したエンコードデータであり、前記制御部は、再生区間情報としてのマークによ
って設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャの読み取りに際
して、前記代表画像アクセス情報を適用した処理を行なう構成であることを特徴とする。
【００２１】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従った記録データの再生制御を行なう構成であり、再生区間情報としてＡＶＣ
ＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストマークによって設定されるチャプタ単
位の代表画像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕ
ｓ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りにおいて、前記代表画像ア
クセス情報を適用した処理を行なう構成であることを特徴とする。
【００２２】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記代表画像アクセス情報は、
前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号と
、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする。
【００２３】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、予め規定された
階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従った
記録データの再生制御を行なう構成であり、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規
定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイルに記録された代表画像アクセ
ス情報を取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なう
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構成であることを特徴とする。
【００２４】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
に設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に記録された代表画像アクセス情報を
取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なう構成であ
ることを特徴とする。
【００２５】
　さらに、本発明の第３の側面は、
　情報処理装置において、情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行う情報処理方法
であり、
　制御部が、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデ
ータ記録制御を行なうとともに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取
りに適用する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファイル
に記録する制御を行なうことを特徴とする情報処理方法にある。
【００２６】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、ピクチャグルー
プによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定したエンコー
ドデータの記録および記録データに対応する管理情報の記録制御を行ない、再生区間情報
としてのマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピク
チャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、前記属性情報ファイルに
記録する制御を行なうことを特徴とする。
【００２７】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、前記代表画像ア
クセス情報として、代表画像の読み取りに適用するアドレス情報と読み取りデータサイズ
情報を前記属性情報ファイルに記録する制御を行なうことを特徴とする。
【００２８】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従ったデータ記録制御を行ない、再生区間情報としてＡＶＣＨＤフォーマット
において規定されるプレイリストマークによって設定されるチャプタ単位の代表画像とし
て設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｉ
ｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報とし
て、前記属性情報ファイルに記録する制御を行なうことを特徴とする。
【００２９】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記代表画像アクセス情報は、
前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号と
、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする。
【００３０】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、予め規定された
階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従った
データ記録制御を行ない、前記代表画像アクセス情報を、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマッ
トにおいて規定される属性情報を格納した属性情報ファイルに記録する制御を行なうこと
を特徴とする。
【００３１】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
に前記代表画像アクセス情報を記録する制御を行なうことを特徴とする。
【００３２】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
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に設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に前記代表画像アクセス情報を記録す
る制御を行なうことを特徴とする。
【００３３】
　さらに、本発明の第４の側面は、
　情報処理装置において、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマッ
トに従って情報記録媒体に記録されたデータの再生処理を実行する情報処理方法であり、
　制御部が、情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処
理おいて、前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像の
アドレス情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得して、取得
した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なうことを特徴とする情報処
理方法にある。
【００３４】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、情報記録媒体に記録されたデー
タは、ピクチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ
）を設定したエンコードデータであり、前記制御部は、再生区間情報としてのマークによ
って設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャの読み取りに際
して、前記代表画像アクセス情報を適用した処理を行なうことを特徴とする。
【００３５】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、ＡＶＣＨＤフォ
ーマットに従った記録データの再生制御を行ない、再生区間情報としてＡＶＣＨＤフォー
マットにおいて規定されるプレイリストマークによって設定されるチャプタ単位の代表画
像として設定される被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃ
ｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャの読み取りにおいて、前記代表画像アクセス情報
を適用した処理を行なうことを特徴とする。
【００３６】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記代表画像アクセス情報は、
前記ＩＤＲピクチャの読み取りに適用するアドレス情報としてのＩＤＲ論理セクタ番号と
、ＩＤＲピクチャのデータサイズであるＩＤＲサイズであることを特徴とする。
【００３７】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、予め規定された
階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従った
記録データの再生制御を行ない、前記ＡＶＣＨＤ記録フォーマットにおいて規定されるプ
レイリストファイルまたはインデックスファイルに記録された代表画像アクセス情報を取
得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なうことを特徴
とする。
【００３８】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記制御部は、前記ＡＶＣＨＤ
記録フォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルまたはインデックスファイル
に設定されるメーカー対応情報の書き込み許容領域に記録された代表画像アクセス情報を
取得して、取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なうことを特
徴とする。
【００３９】
　さらに、本発明の第５の側面は、
　情報処理装置において、情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行わせるコンピュ
ータ・プログラムであり、
　制御部に、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマットに従ったデ
ータ記録制御を行なわせるとともに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読
み取りに適用する代表画像アクセス情報を、前記記録フォーマットに従った属性情報ファ
イルに記録する制御を行なわせることを特徴とするコンピュータ・プログラムにある。
【００４０】
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　さらに、本発明の第６の側面は、
　情報処理装置において、予め規定された階層型の管理構成を持つデータ記録フォーマッ
トに従って情報記録媒体に記録されたデータの再生処理を実行させるコンピュータ・プロ
グラムであり、
　情報記録媒体の記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取り処理に際して
、制御部に、前記記録フォーマットに規定された属性情報ファイルに記録された代表画像
のアドレス情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を取得させて、
取得した代表画像アクセス情報に従って代表画像の読み取りを行なわせることを特徴とす
るコンピュータ・プログラムにある。
【００４１】
　なお、本発明のコンピュータ・プログラムは、例えば、様々なプログラム・コードを実
行可能なコンピュータ・システムに対して、コンピュータ可読な形式で提供する記憶媒体
、通信媒体、例えば、ＣＤやＦＤ、ＭＯなどの記録媒体、あるいは、ネットワークなどの
通信媒体によって提供可能なコンピュータ・プログラムである。このようなプログラムを
コンピュータ可読な形式で提供することにより、コンピュータ・システム上でプログラム
に応じた処理が実現される。
【００４２】
　本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施例や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。なお、本明細書においてシステムと
は、複数の装置の論理的集合構成であり、各構成の装置が同一筐体内にあるものには限ら
ない。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明の一実施例構成によれば、例えばチャプタに対応して設定された代表画像として
の被参照画像（ＩＤＲ）のアクセス情報として、代表画像の読み取りに適用するアドレス
情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報をプレイリストファイルま
たはインデックスファイルに記録する構成としたので、再生処理において、サムネイルリ
スト表示など、代表画像の読み取り再生を行なう場合、代表画像アクセス情報を参照した
処理が可能となり、ＩＤＲ読み取り再生を効率的に迅速に行なうことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　以下、図面を参照しながら本発明の情報処理装置、および情報処理方法、並びにコンピ
ュータ・プログラムの詳細について説明する。なお、説明は、以下の項目順に行なう。
　１．システム構成
　２．データ・フォーマット
　３．ＡＶＣＨＤフォーマットに従った代表画像取得再生処理例について
　４．代表画像アクセス情報の記録および利用構成
　（４－１）プレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォメー
ション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に代表画像アクセス情報を記録する
実施例
　（４－２）インデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒ
ｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に代表画像アクセス情報を記録する実施例
【００４５】
　　［１．システム構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る情報処理装置１００の構成示したブロック図である
。図１には、本発明の情報処理装置の一例であるビデオカメラの構成を示している。図１
に示すように情報処理装置１００は、記録再生制御部１１０、媒体制御部（読み書き処理
部）１２０、記録再生用ワークメモリ１３０、符号復号化部１４０、入出力信号制御部１
５０を有する。記録再生制御部１１０は、主制御部（プロセッサ）１１１、ＲＯＭ１１２
、ＲＡＭ１１３、入出力インタフェース１１４を有する。
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【００４６】
　情報処理装置１００は、例えば、情報記録媒体（メディア）１８０を利用して動画像な
どのデータの記録再生を行なう。情報記録媒体（メディア）１８０に対するデータ記録は
、ＡＶＣＨＤフォーマットに従って実行される。ＡＶＣＨＤフォーマットに従ったデータ
記録構成については、次の［２．データ・フォーマット］の項目において詳細に説明する
。
【００４７】
　データ記録処理に際しては、入出力信号制御部１５０から入力する例えば動画像データ
に対して、符号復号化部１４０において符号化を実行する。符号復号化部１４０では、た
とえば、入力された動画像信号を構成するビデオストリームとオーディオストリームに対
する符号化を行ない多重化したデータストリームを生成する。符号復号化部１４０におい
て符号化されたデータは、記録再生用ワークメモリ１３０に格納された後、媒体制御部１
２０の処理によって情報記録媒体（メディア）１８０に記録される。
【００４８】
　符号復号化部１４０においてデータ記録処理の際に実行する符号化処理は、記録データ
が動画である場合と静止画である場合と異なり、情報記録媒体（メディア）１８０には、
動画ファイルと静止画ファイルが記録される。
【００４９】
　記録再生制御部１１０は、情報処理装置において実行するデータ記録処理、データ再生
処理などの各種の処理を制御する。記録再生制御部１１０は、主制御部（プロセッサ）１
１１と，ＲＯＭ１１２と，ＲＡＭ１１３と，入出力インタフェース１１４と，これらを相
互に接続するバス１１５とを備えている。
【００５０】
　主制御部（プロセッサ）１１１は、例えば、符号復号化部１４０に符号復号化処理の開
始・停止の指示を出す。また、媒体制御部１２０に情報記録媒体（メディア）１８０に対
するデータの読み込み・書き込み処理の実行命令を出力する。さらに、入出力信号制御部
１５０に対して、符号復号化部１４０からの入力信号をキャプチャし、キャプチャした入
力信号を符号復号化部１４０へ出力する制御などを実行する。
【００５１】
　記録再生制御部１１０のＲＯＭ１１２は、主制御部（プロセッサ）１１１において実行
されるプログラムや各種パラメータ等を保持するメモリであり、例えば，フラッシュメモ
リ等のＥＥＰＲＯＭにより実現される。ＲＡＭ１１３は、主制御部（プロセッサ）１１１
におけるプログラム実行に必要な作業データ等を保持するメモリであり，例えばＳＲＡＭ
やＤＲＡＭ等により実現される。入出力インタフェース１１４は、例えばユーザ入力部や
表示部、ネットワークなどに接続され、外部とのデータやコマンドの入出力を行うインタ
フェースである。例えば、ＲＯＭ１１２内のプログラムを更新する等のためにも使用され
る。
【００５２】
　　［２．データ・フォーマット］
　図２には、情報記録媒体（メディア）１８０にデータを記録するためのデータ構造の一
例を示している。以下では、ＡＶＣＨＤフォーマットに従ったデータ記録構成について説
明する。図示のように、ビデオカメラで撮影した動画像ストリームをＭＰＥＧ２－ＴＳス
トリームに符号化して記録する際に、インデックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェク
ト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（Ｃ
ｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ
）の各ファイルが生成され記録される。また、所定データ単位のクリップＡＶストリーム
ファイルと対応するクリップ情報ファイルをまとめて便宜上クリップと呼ぶ。また、撮影
した動画データの格納されるクリップＡＶストリームファイル以外の管理情報等が格納さ
れるインデックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、
プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
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の各ファイルを属性情報ファイルとする。以下、各ファイルの詳細について説明する表を
示す。
【００５３】
【表１】

【００５４】
　インデックスのファイル種別レイヤで情報記録媒体１８０全体が管理されている。ユー
ザに見せるタイトル毎にインデックスファイルが作成され、ムービーオブジェクトとの対
応関係を管理している。ＡＶＣＨＤフォーマットでは、本来ムービーオブジェクトファイ
ルで管理すべきプレイリストの再生順をインデックスファイルのメタデータ内で管理して
いる。情報記録媒体をプレーヤに装填した際にはまずインデックスが読み込まれ、ユーザ
はインデックスに記述されたタイトルを見ることができる。
【００５５】
　ムービーオブジェクトは、再生されるプレイリストを管理しているファイルである。ム
ービーオブジェクトへの参照は、タイトルの入り口としてインデックスに列挙されている
。但し、ＡＶＣＨＤフォーマットでは、ムービーオブジェクトファイルを参照せずに、イ
ンデックスファイルのメタデータによってプレイリストとタイトルの関係を管理するよう
になっている。
【００５６】
　プレイリストは、ユーザに見せるタイトルに対応して設けられ、少なくとも１以上のプ
レイアイテムで構成される再生リストである。各プレイアイテムは、クリップに対する再
生開始点（ＩＮ点）と再生終了点（ＯＵＴ点）を持つことで、その再生区間を指定してい
る。そして、プレイリスト内で複数のプレイアイテムを時間軸上に並べることで、それぞ
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れの再生区間の再生順序を指定することができる。また、異なるクリップを参照するプレ
イアイテムを１つのプレイリストに含めることができる。
【００５７】
　クリップとプレイリスト間の参照関係は、自由に設定することができる。例えば、１つ
のクリップに対する参照を、ＩＮ点及びＯＵＴ点の異なる２つのプレイリストから行なう
ことができる。さらに、タイトルとムービーオブジェクト間での参照関係も自由に設定す
ることができる。プレイリストは、クリップとの参照関係に応じて、リアルプレイリスト
（実プレイリスト）とバーチャルプレイリスト（仮想プレイリスト）の２種類に大別され
る。
【００５８】
　リアルプレイリストは、オリジナル・タイトル用のプレイリストであり、ビデオカメラ
により録画・撮影した映像ストリームについてのプレイアイテムを記録した順に記録して
いる。
【００５９】
　バーチャルプレイリストは、非破壊編集によりユーザ定義の再生リストを作成するため
のプレイリストであり、バーチャルプレイリスト独自のクリップ（ＡＶストリーム）を持
たず、同リスト内のプレイアイテムはいずれかのリアルプレイリストに登録されているク
リップ又はその一部の範囲を指している。すなわち、ユーザは複数のクリップから必要な
再生区間のみを切り出して、これらを指す各プレイアイテムを取りまとめてバーチャルプ
レイリストを編集することができる。
【００６０】
　クリップＡＶストリームは、ＭＰＥＧ－ＴＳ形式で情報記録媒体１８０に記録されたス
トリームが格納されているファイルである。画像データはこのファイル内に格納される。
【００６１】
　クリップ情報は、クリップＡＶストリームファイルと対で存在し、実際のストリームを
再生する上で必要となるストリームに関する情報が記載されたファイルである。
【００６２】
　ＡＶＣＨＤフォーマットにおいては、上述したように、インデックス（ｉｎｄｅｘ）、
ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）
、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の属性情報ファイルと、動画像デー
タの格納されるＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）の各ファイルが図２に示す
ような階層構成として生成され記録される。
【００６３】
　なお、これらのファイルやデータの名称は一例であり、他の表現が使用される場合もあ
る。各ファイル、データの実質的な内容は、以下のような対応となる。
　（１）ＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）：コンテンツデータ
　（２）クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）：ＡＶストリームと１対１で
対応し、対応するＡＶストリームの属性を定義するファイル。（例えば、ｃｏｄｉｎｇ，
ｓｉｚｅ，時間→アドレス変換、再生管理情報、タイムマップ等が含まれている。）
　（３）プレイアイテム（ＰｌａｙＩｔｅｍ）：クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）に対する再生開始点と再生終了点で再生区間を指定するデータ。
　（４）プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）：１以上のプレイアイテム（ＰｌａｙＩｔｅ
ｍ）で構成される再生リスト。
　（５）マーク（Ｍａｒｋ）：一般的には、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）中に存在
し、再生コンテンツのある時間的位置を示すもの。一般的にマークとマークの間をチャプ
タという。
　（６）ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）：再生制御を行うためのコマ
ンドの集合体。
　（７）タイトル（Ｔｉｔｌｅ）：（ユーザが認識できる）再生リストの集合体。
【００６４】
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　なお、以下の説明では、上述の対応を持つデータやファイルについて、それぞれ、クリ
ップＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ）、プレイアイテム（ＰｌａｙＩｔｅｍ）、プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓ
ｔ）、マーク（Ｍａｒｋ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、タイト
ル（Ｔｉｔｌｅ）として説明するが、実質的に同じ内容のデータ、ファイル等を持つ構成
についても本発明が適用可能である。
【００６５】
　図３は、図２を参照して説明したプレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、プレイアイテム
（ＰｌａｙＩｔｅｍ）、クリップ（Ｃｌｉｐ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）、クリップＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）の関係を示すＵＭＬ
（Ｕｎｉｆｉｅｄ　Ｍｏｄｅｌｉｎｇ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）図である。プレイリストは、
１または複数のプレイアイテムに対応付けられ、プレイアイテムは、１のクリップに対応
付けられる。１のクリップに対して、それぞれ開始点および／または終了点が異なる複数
のプレイアイテムを対応付けることができる。１のクリップから１のクリップＡＶストリ
ームファイルが参照される。同様に、１のクリップから１のクリップ情報ファイルが参照
される。また、クリップＡＶストリームファイルとクリップ情報ファイルとは、１対１の
対応関係を有する。このような構造を定義することにより、クリップＡＶストリームファ
イルを変更することなく、任意の部分だけを再生する、非破壊の再生順序指定を行うこと
が可能となる。
【００６６】
　また、図４のように、複数のプレイリストから同一のクリップを参照することもできる
。また、１のプレイリストから複数のクリップを指定することもできる。クリップは、プ
レイリスト中のプレイアイテムに示されるＩＮ点およびＯＵＴ点により、参照される。図
４の例では、クリップ２００は、プレイリスト２１０のプレイアイテム２２０から参照さ
れると共に、プレイリスト２１１を構成するプレイアイテム２２１および２２２のうちプ
レイアイテム２２１から、ＩＮ点およびＯＵＴ点で示される区間が参照される。また、ク
リップ２０１は、プレイリスト２１１のプレイアイテム２２２からＩＮ点およびＯＵＴ点
で示される区間が参照されると共に、プレイリスト２１２のプレイアイテム２２３および
２２４のうち、プレイアイテム２２３のＩＮ点およびＯＵＴ点で示される区間が参照され
る。
【００６７】
　なお、プレイリストは、図５に一例が示されるように、主として再生されるプレイアイ
テムに対応するメインパスに対して、サブプレイアイテムに対応するサブパスを持つこと
ができる。例えば、このプレイリストに付けられているアフレコオーディオ用のプレイア
イテムをサブプレイアイテムとして、プレイリストに持たせることができる。詳細は省略
するが、プレイリストは、所定の条件を満たす場合にだけ、サブプレイアイテムを持つこ
とができる。
【００６８】
　次に、情報記録媒体（メディア）に記録されるファイルの管理構造について、図６を用
いて説明する。図２～図４等を参照して説明したように、情報記録媒体（メディア）に記
録されるデータには、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリスト
（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ（Ｃｌｉｐ）があり、クリップ（Ｃｌｉｐ）には、クリ
ップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶ
Ｓｔｒｅａｍ）の各ファイルが含まれる。ファイルは、ディレクトリ構造により階層的に
管理される。記録媒体上には、先ず、１つのディレクトリ（図６の例ではルート（ｒｏｏ
ｔ）ディレクトリ）が作成される。このディレクトリの下が、１つの記録再生システムで
管理される範囲とする。
【００６９】
　ルートディレクトリの下に、ディレクトリ［ＢＤＭＶ］が置かれる。ディレクトリ［Ｂ
ＤＭＶ］に、図２を用いて説明したデータ構造が格納される。ディレクトリ［ＢＤＭＶ］
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の直下には、インデックスファイル［ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ］およびムービーオブジェク
トファイル［ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄｍｖ］の２つのみを置くことができる。また
、ＢＤＭＶディレクトリ［ＢＤＭＶ］の下に、プレイリストディレクトリ［ＰＬＡＹＬＩ
ＳＴ］、クリップ情報ディレクトリ［ＣＬＩＰＩＮＦ］、ストリームディレクトリ［ＳＴ
ＲＥＡＭ］、およびディレクトリ［ＢＡＣＫＵＰ］が置かれる。
【００７０】
　インデックスファイル［ｉｎｄｅｘ．ｂｄｍｖ］は、ディレクトリＢＤＭＶの内容につ
いて記述される。また、ムービーオブジェクトファイル［ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ．ｂｄ
ｍｖ］は、１つ以上のムービーオブジェクトの情報が格納される。
【００７１】
　プレイリストディレクトリ［ＰＬＡＹＬＩＳＴ］は、プレイリストのデータベースが置
かれるディレクトリである。すなわち、プレイリストディレクトリ［ＰＬＡＹＬＩＳＴ］
は、ムービープレイリストに関するファイルであるプレイリストファイル［ｘｘｘｘｘ．
ｍｐｌｓ］を含む。プレイリストファイル［ｘｘｘｘｘ．ｍｐｌｓ］は、ムービープレイ
リストのそれぞれに対して作成されるファイルである。ファイル名において、［．］（ピ
リオド）の前の［ｘｘｘｘｘ］は、５桁の数字とされ、ピリオドの後ろの［ｍｐｌｓ］は
、このタイプのファイルに固定的とされた拡張子である。
【００７２】
　クリップ情報ディレクトリ［ＣＬＩＰＩＮＦ］は、クリップのデータベースが置かれる
ディレクトリである。すなわち、クリップ情報ディレクトリ［ＣＬＩＰＩＮＦ］は、クリ
ップＡＶストリームファイルのそれぞれに対するクリップ情報ファイル［ｚｚｚｚｚ．ｃ
ｌｐｉ］を含む。ファイル名において、［．］（ピリオド）の前の［ｚｚｚｚｚ］は、５
桁の数字とされ、ピリオドの後ろの［ｃｌｐｉ］は、このタイプのファイルに固定的とさ
れた拡張子である。
【００７３】
　ストリームディレクトリ［ＳＴＲＥＡＭ］は、実体としてのＡＶストリームファイルが
置かれるディレクトリである。すなわち、ストリームディレクトリ［ＳＴＲＥＡＭ］は、
クリップ情報ファイルのそれぞれに対応するクリップＡＶストリームファイルを含む。ク
リップＡＶストリームファイルは、ＭＰＥＧ２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ　Ｅｘ
ｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　２）のトランスポートストリーム（以下、ＭＰＥＧ２　ＴＳと
略称する）からなり、ファイル名が［ｚｚｚｚｚ．ｍ２ｔｓ］とされる。ファイル名にお
いて、ピリオドの前の［ｚｚｚｚｚ］は、対応するクリップ情報ファイルと同一すること
で、クリップ情報ファイルとこのクリップＡＶストリームファイルとの対応関係を容易に
把握することができる。
【００７４】
　続いて、ビデオカメラによる録画・撮影に従ってＡＶストリームのクリップとともにプ
レイリストが生成される手順について、図７～図８を参照しながら説明する。
【００７５】
　図７（ａ），（ｂ）、図８（ｃ），（ｄ）は、（ａ）～（ｄ）の順にユーザが録画処理
の開始、停止を繰り返し実行した場合のクリップおよびプレイリストの生成過程を示して
いる。図７、図８から理解されるように、ユーザが録画開始してから録画停止する区間毎
にプレイアイテムが１つずつ作成される。また、録画・撮影したストリームの区切りで１
つのクリップＡＶストリームファイルとなり、これに伴ってクリップ情報ファイルも作成
される。１つのクリップは連続同期再生すなわち実時間再生が保証された再生が必要な単
位となる。
【００７６】
　また、ユーザが録画を開始する度に、プレイアイテムの先頭には、エントリマーク（Ｅ
Ｍ：ｅｎｔｒｙ　ｍａｒｋ）としてのマーク（Ｍａｒｋ）が付け加えられる（プレイリス
ト内のエントリマークを「プレイリスト・マーク（ＰＬＭ）」とも呼ぶ）。１つのプレイ
リスト内では、プレイアイテムやマークには、連続的となるシーケンス番号が付与されて
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いる。動画像対応のプレイリストの先頭には必ずエントリマークが打たれるという制約が
あるが、所定の編集操作により時間軸上でエントリマークの位置を移動させることができ
る。
【００７７】
　各エントリマーク（ＥＭ）は、ユーザがストリームにアクセスするエントリ位置となる
。したがって、隣接するエントリマーク間で仕切られる区間（並びに最後のマークから最
後尾のプレイアイテムの終端の区間）がユーザから見える最小の編集単位すなわち「チャ
プタ」となる。プレイ項目を再生順に並べることと、エントリマークを再生順に並べるこ
とでプレイリストの再生順序が定義される。
【００７８】
　　［３．ＡＶＣＨＤフォーマットに従った代表画像取得再生処理例について］
　先に図２～図６を参照して説明したように、ＡＶＣＨＤフォーマットでは、
　インデックス（ｉｎｄｅｘ）、
　ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、
　プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、
　クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、
　ＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）
　これらの各ファイルがデータベース内に生成され記録される。
【００７９】
　実データとしてのコンテンツは、ＡＶストリームファイルに記録され、コンテンツに対
応する各種の管理情報が、インデックス～クリップ情報によって構成されるデータベース
ファイルに記録されることになる。
【００８０】
　ＡＶストリームファイルに記録されるデータは符号化（エンコード）されたデータであ
り、例えば、被参照ピクチャを含むピクチャグループとして設定されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕ
ｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）から構成されるエンコードデータである。再生を行なう情報
処理装置は、例えば再生リストの表示の際に、エンコードデータから代表画像のリスト、
例えばサムネイル画像（縮小画像）のリストを作成して表示する処理を行なう。このリス
ト表示処理では、多くの場合、ＧＯＰに含まれる被参照ピクチャ［Ｉ（Ｉｎｔｒａ）ピク
チャ］を選択し復号を実行して表示する。Ｉピクチャは他のピクチャの参照をすることな
く，復号化能なデータであり、効率的に復号を行なうことができるからである。なお、Ａ
ＶＣＨＤフォーマットでは、被参照ピクチャは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　
Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｆｒｅｓｈ）ピクチャと呼ばれる。
【００８１】
　このような被参照ピクチャ（ＩＤＲ（Ｉ）ピクチャ）の選択表示を行なう場合、ＩＤＲ
（Ｉ）ピクチャの情報記録媒体における記録位置を管理情報ファイルから取得することが
必要となる。例えば、上述のＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録されたデータでは、イ
ンデックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイ
リスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の各属
性情報ファィルに管理情報が記録され、ＩＤＲピクチャの情報記録媒体における記録位置
を取得する場合、これらの複数のファイルをアクセスして必要情報を順次、読み取らなけ
ればならない。例えば多数の代表画像を一覧表示する場合には、多大な時間を要し、ユー
ザを待たせることになる。
【００８２】
　ＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録されたデータを格納した情報記録媒体からのデー
タ読み取り再生を行なう一例として、各チャプタから代表画像を選択してサムネイル画像
として表示する場合の処理シーケンス例について、図９に示すフローチャートを参照して
説明する。図９に示すフロー中、二重線で示すステップは、ファイルの読み取り処理に相
当する。なお、例えば、すべてのチャプタに対応するサムネイルを生成してリスト表示す
る場合は、図９に示すフローを繰り返し実行することになる。
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【００８３】
　図９に示すフローは、例えば図１に示す情報処理装置１００の記録再生制御部１１０の
制御の下に実行される処理である。まず、ステップＳ１０１において、再生対象の代表画
像が含まれるチャプタに関する情報を記録したプレイリストを特定する。例えば、すべて
のチャプタに対応するサムネイルリストを表示する場合は、先頭のプレイリストから順に
処理を行なうことになる。
【００８４】
　プレイリストは、前述したように、ユーザに見せるタイトルに対応して設けられ、少な
くとも１以上のプレイアイテムで構成される再生リストである。各プレイアイテムは、ク
リップに対する再生開始点（ＩＮ点）と再生終了点（ＯＵＴ点）を持つことで、その再生
区間を指定している。
【００８５】
　ステップＳ１０２では、特定したプレイリストファイルを読み込み、ステップＳ１０３
において、再生開始点としてのプレイリストマークを特定する。プレイアイテムの先頭に
は、エントリマーク（ＥＭ：ＥｎｔｒｙＭａｒｋ）付与されている。なお、前述したよう
に、プレイリスト内のエントリマークは「プレイリストマーク（ＰＬＭ）」とも呼ばれる
。ステップＳ１０３では、プレイリストから、再生開始点に対応するプレイリストマーク
（ＰＬＭ）（＝エントリマーク（ＥｎｔｒｙＭａｒｋ））を特定する。
【００８６】
　次に、ステップＳ１０４において、再生対象ピクチャを含むプレイアイテムを特定する
。プレイアイテムは、クリップに対する再生開始点（ＩＮ点）と再生終了点（ＯＵＴ点）
を持つ再生区間指定情報であり、プレイリストファイルから取得することができる。
【００８７】
　次に、ステップＳ１０５おいて、再生開始点を含むクリップ情報ファイルを読み込む。
ステップＳ１０５において特定されたプレイアイテムに対応するクリップ情報ファイル名
は、プレイリストファイルから取得することが可能であり、取得したクリップ情報ファイ
ル名に従ってクリップ情報ファイルを読み込む。
【００８８】
　ステップＳ１０６では、クリップ情報ファイルに記録された情報の読み取りを実行し、
再生開始ポイントのピクチャに対応する再生指定時刻（ＰＴＳ：プレゼンテーション・タ
イムスタンプ）を超えずに最も近い再生時間（ＰＴＳ＿ＥＰ＿ｓｔａｒｔ）を持つＧＯＰ
（ＥＰ）を特定する。
【００８９】
　なお、ＥＰはエントリポイントを示す。エントリポイント（ＥＰ）について簡単に説明
する。ＭＰＥＧストリームのようなフレーム間圧縮を行っている符号化ストリームにおい
ては、デコード開始可能な箇所は、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）によっ
て特定され、ＧＯＰを単位としてデコード処理が行なわれる。再生を行なう場合、デコー
ド可能な開始点位置情報が必要となる。デコード単位の先頭位置情報がエントリポイント
（ＥＰ）として記録される。
【００９０】
　例えば、図１０は、情報記録媒体に記録されたストリームデータの構成例を示す図であ
る。各ＧＯＰ＃００１，ＧＯＰ＃００２，ＧＯＰ＃００３は、エンコードされたピクチャ
データを含み、先頭に被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャ情報が記録されてい
る。
【００９１】
　各ＧＯＰ＃００１，ＧＯＰ＃００２，ＧＯＰ＃００３の先頭位置情報がエントリポイン
ト（ＥＰ）として記録される。エントリポイント（ＥＰ）情報は、クリップ情報ファイル
に記録され、クリップ情報ファイルから得ることができる。エントリポイント（ＥＰ）か
ら、ＩＤＲ（Ｉ）サイズに相当するデータサイズを読み取ることで、各ＧＯＰに含まれる
被参照ピクチャのエンコードデータの読み取りが実行され、これを復号することで代表画
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【００９２】
　クリップ情報ファイルのシンタクスを図１１に示す。クリップ情報は、ＡＶストリーム
の属性を定義するファイルであり、例えば、ｃｏｄｉｎｇ，ｓｉｚｅ，時間→アドレス変
換、再生管理情報、タイムマップ等が含まれ、これらの情報が各被参照ピクチャ（ＩＤＲ
（Ｉ）ピクチャ）に対応してクリップ情報内に記録されている。
【００９３】
　図１１に示すクリップ情報ファイル中、フィールド［ＴｙｐｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ］は
、３２ビットのデータ長を有し、このファイルがクリップ情報ファイルであることを示す
。フィールド［ＳｅｑｕｅｎｃｅＩｎｆｏＳｔａｒｔＡｄｄｒｅｓｓ］～［Ｅｘｔｅｎｓ
ｉｏｎＤａｔａＳｔａｒｔＡｄｄｒｅｓｓ］は、各々３２ビットのデータ長を有し、この
シンタクス内にある各データブロックの開始アドレスを示す。開始アドレスは、ファイル
において規定される先頭バイトからの相対バイト数で示される。
【００９４】
　クリップ情報ブロック［ｂｌｋＣｌｉｐＩｎｆｏ（）］～クリップマークブロック［ｂ
ｌｋＣｌｉｐＭａｒｋ（）］は、このクリップ情報ファイルに記録される実質的な内容が
記録される。すなわち、実際のストリームを再生する上で必要となるストリームに関する
情報が記録される。
【００９５】
　図１１に示すクリップ情報ファイルのＣＰＩブロック［ｂｌｋＣＰＩ（）］２５１に、
被参照ピクチャ（ＩＤＲ（Ｉ）ピクチャ）に対応するエントリポイント（ＥＰ）情報とし
てのＥＰマップが記録される。例えばＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのプレゼンテーションタイム
スタンプ（ＰＴＳ）は０．５秒ごとに設定され、そのタイミングごとＥＰ（エントリポイ
ント）の設定されたＥＰマップが生成されて記録される。ＥＰマップには、各ＧＯＰ（Ｅ
Ｐ）対応の再生時間（ＰＴＳ＿ＥＰ＿ｓｔａｒｔ）が登録される。すなわち、各ＧＯＰ（
ＥＰ）について、各ＧＯＰ（ＥＰ）に含まれる被参照ピクチャであるＩＤＲ（Ｉ）ピクチ
ャに対応するプレゼンテーション・タイムスタンプ（ＰＴＳ）情報が登録される。
【００９６】
　例えば、再生装置（プレーヤ）において任意の時刻から再生を行ないたい場合、再生指
定時刻（ＰＴＳ）を元にクリップ情報ファイルのＣＰＩを参照することで再生位置のファ
イル内アドレスを取得する。このアドレスは、デコード単位の先頭となっているため、プ
レーヤは、そこからデータを読み出してデコードし画像を表示することができる。
【００９７】
　図９に示すフローに戻り代表画像の取得再生処理シーケンスについて説明を続ける。ス
テップＳ１０６で、クリップ情報ファイルに記録された情報の読み取りを実行し、再生開
始ポイントのピクチャに対応する再生指定時刻（ＰＴＳ：プレゼンテーション・タイムス
タンプ）を超えずに最も近い再生時間（ＰＴＳ＿ＥＰ＿ｓｔａｒｔ）を持つＧＯＰ（ＥＰ
）を特定し、ステップＳ１０７において、特定したＧＯＰ（ＥＰ）から、所定のデータサ
イズ、すなわち、被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのサイズに相当するデー
タサイズの読み取りを実行する。
【００９８】
　このＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのデータサイズは、各ＧＯＰによって異なり、各ＧＯＰにお
けるＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのデータサイズは、クリップ情報ファィルに［ＩＥｎｄＰｏｓ
ｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ］として記録されており、この情報を参照して、読み取りデータ
サイズを決定して読み取り処理を実行する。
【００９９】
　クリップ情報ファィルに記録されているＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのデータサイズを示す［
ＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ］のデータ例を以下に示す。
【０１００】
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【表２】

【０１０１】
　クリップ情報ファイルには、上記表に示す定義値０００ｂ～１１１ｂのいずれかが、［
ＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ］フィールドに記録されている。ＩＤＲサイズは
、各ＧＯＰにおいて様々であり、定義値０００ｂ～１１１ｂに対応付けて、所定の範囲の
ＩＤＲサイズがそれぞれ設定される。再生処理を実行する装置は、これらの定義値に対応
するＩＤＲサイズを含むデータ領域を読み取りデータサイズとして設定した読み取り処理
を実行する。
【０１０２】
　次に、ステップＳ１０８において、読み込んだストリームをデコードして代表画像の復
号データを取得して表示を行なう。例えばサムネイル（縮小画像）を表示する場合は、サ
ムネイル画像の作成処理を実行して表示する。
【０１０３】
　このように、ＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録されたデータから代表画像を取得し
て表示する処理の一般的な処理は、図９に示すフローに従って実行される。このように、
代表画像を取得して表示する場合、ＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの取得が必要であり、複数のフ
ァイルをアクセスして必要情報を順次、読み取らなければならない。例えば多数の代表画
像を一覧表示する場合には、多大な時間を要し、ユーザを待たせることになる。
【０１０４】
　図９を参照して説明した代表画像再生処理シーケンスについて、情報記録媒体の記録デ
ータの読み取り処理およびシーク処理をそれぞれ具体化した処理シーケンスについて図１
２を参照して説明する。
【０１０５】
　図１２には、情報記録媒体に記録された記録情報２７０を模式的に示している。記録情
報には、先に説明したＡＶＣＨＤフォーマットに従った各ファイル（インデックス～スト
リームファィル）が記録されている。図には、代表画像の取得に利用するファイルのみを
示している。すなわち、プレイリストファイル２７３、クリップ情報ファイル２７４、ス
トリームファイル２７５である。ストリームファイルは、先に図１０を参照して説明した
ＧＯＰ単位のデータを格納している。図１２には、読み取り対象のＧＯＰ内の１つのＩＤ
Ｒ（被参照ピクチャ）２７７を示している。
【０１０６】
　図に示すＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ２７６は、クリップ情報ファイルから
取得可能なＩＤＲ読み取りサイズである。実際のＩＤＲサイズより大きく設定されている
。記録情報２７０には、さらに、ＡＶＣＨＤフォーマットにおいて記録されたファイルの
レイアウト情報としてのＦＥ２７２と、さらに、ファイルの基本情報であるＦＩＤ２７１
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が記録されている。
【０１０７】
　記録情報２７０中のファイルにアクセスする場合は、ＦＩＤ２７１をまず読み取り、Ｆ
ＩＤ２７１に従ってＦＥ２７２を取得して、ＦＥ２７２から各ファイルの読み取り先を取
得して、ファイルアクセスを実行することになる。
【０１０８】
　図９のフローに従って実行する処理に対応するファイル読み取りとシーク処理とのシー
ケンスは、図１２に示す時間ｔａ～ｔｂに実線および点線デ示す処理になる。時間ｔａ～
ｔｂの処理において実線で示す処理はファイルの読み込み処理であり、点線で示す処理は
シーク処理である。
【０１０９】
　図９のフローを参照して説明した処理に沿って、図１２に示すファイルの読み込み処理
とシーク処理について説明する。まず、図９に示すフローのステップＳ１０１の処理は、
再生対象の代表画像が含まれるチャプタに関する情報を記録したプレイリストを特定する
処理であり、ステップＳ１０２の処理が、特定したプレイリストファイルを読み込む処理
である。
【０１１０】
　ステップＳ１０２の処理は、図１２の実線部として示してある。このステップＳ１０２
のプレイリストファイルの読み込みに際しては、図１２に示すように、ＦＩＤ２７１を読
み込んで、ＦＥ２７２のアクセス情報を取得して、取得した情報に従ってシーク処理を行
い、ＦＥ２７２の読み取りを実行して、プレイリストファイルのアクセス情報を取得して
、取得したアクセス情報に従ってシーク処理を実行して、図１２に示すステップＳ１０２
のプレイリストファイルの読み込みを行なうことになる。
【０１１１】
　さらに、このプレイリストファイルの読み取りに際して、図９のフローにおけるステッ
プＳ１０３，Ｓ１０４の処理が実行される。ステップＳ１０３では、プレイリストから、
再生開始点に対応するプレイリストマーク（ＰＬＭ）（＝エントリマーク（ＥｎｔｒｙＭ
ａｒｋ））を特定し、ステップＳ１０４で、再生対象ピクチャを含むプレイアイテムを特
定する処理が行なわれる。次に、ステップＳ１０５おいて、再生開始点を含むクリップ情
報ファイルを読み込む。
【０１１２】
　クリップ情報ファイルを読み込む場合も、先のプレイリストファイルの読み込みと同様
、図１２に示すように、ＦＩＤ２７１を読み込んで、ＦＥ２７２のアクセス情報を取得し
て、取得した情報に従ってシーク処理を行い、ＦＥ２７２の読み取りを実行して、クリッ
プ情報ファイルのアクセス情報を取得して、取得したアクセス情報に従ってシーク処理を
実行して、図１２に示すステップＳ１０５のクリップ情報ファイルの読み込みを行なうこ
とになる。
【０１１３】
　クリップ情報ファイルの読み込み処理において、図９に示すフローのステップＳ１０６
の処理、すなわち、クリップ情報ファイルに記録された情報読み取りが実行され、再生開
始ポイントのピクチャに対応する再生指定時刻（ＰＴＳ：プレゼンテーション・タイムス
タンプ）を超えずに最も近い再生時間（ＰＴＳ＿ＥＰ＿ｓｔａｒｔ）を持つＧＯＰ（ＥＰ
）を特定する処理が行なわれる。次に、ステップＳ１０７において、特定したＧＯＰ（Ｅ
Ｐ）から、所定のデータサイズ、すなわち、被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチ
ャのサイズに相当するデータサイズの読み取りを実行する。
【０１１４】
　このステップＳ１０７のＩＤＲ読み込み処理も、図１２に示すように、ＦＩＤ２７１を
読み込んで、ＦＥ２７２のアクセス情報を取得して、取得した情報に従ってシーク処理を
行い、ＦＥ２７２の読み取りを実行して、ストリームファイルのアクセス情報を取得して
、取得したアクセス情報に従ってシーク処理を実行して、図１２に示すステップＳ１０７
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のストリームファイルの読み込みを行なうことになる。
【０１１５】
　なお、このステップＳ１０７におけるデータ読み取りは、クリップ情報ファィルの記録
情報であるＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ２７６に従って実行され、実際のＩＤ
Ｒサイズより大きく余裕を持ってデータ読み取りが行なわれることになる。
【０１１６】
　このように、１つのＩＤＲ読み取り処理を完了するためには、多数のファイルの読み取
り、解析、シーク処理を実行することが必要となり、所要時間が長くなってしまう。特に
、例えば多数の代表画像を一覧表示する場合には、図１２に示す処理を繰り返し実行する
ことになり多大な時間を要し、ユーザを待たせることになる。
【０１１７】
　本発明では、この問題を解決するため、代表画像の読み取りに必要な情報をＡＶＣＨＤ
フォーマットにおいて規定される属性情報ファイルに、代表画像アクセス情報として記録
する構成として、代表画像に対するアクセス、再生を迅速に実行することを可能とした。
以下、この処理構成について、詳細に説明する。
【０１１８】
　　［４．代表画像アクセス情報の記録および利用構成］
　上述したように、現行のＡＶＣＨＤフォーマットにおいて記録された各ファイルから代
表画像の読み取りに必要な情報を取得するためには、複数のファイルを一定のシーケンス
に従って読み取りを行い、順次、必要情報を取得する処理を行なわなければならず効率的
でなかった。本発明では、この問題を解決するため、代表画像の読み取りに必要な情報を
ＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定される１つの属性情報ファイルにまとめて「代表画
像アクセス情報」として記録する構成とする。
【０１１９】
　本構成により、例えば各チャプタの代表画像のサムネイルリストの一覧表示など、代表
画像の再生処理を行なう際、この代表画像アクセス情報を参照して各代表画像を高速に読
み取ることで効率的な処理を実現する。
【０１２０】
　以下、代表画像アクセス情報の記録領域として、以下に示す２つの記録領域設定構成と
した実施例について、それぞれ説明する。
　（４－１）プレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォメー
ション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に代表画像アクセス情報を記録する
実施例
　（４－２）インデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒ
ｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に代表画像アクセス情報を記録する実施例
【０１２１】
　（４－１）プレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォメー
ション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に代表画像アクセス情報を記録する
実施例
　まず、代表画像アクセス情報をプレイリストファイルにプレイリストマーク単位に設定
されるメーカーズインフォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記
録する実施例について説明する。
【０１２２】
　先に、図２～図６を参照して説明したように，ＡＶＣＨＤフォーマットででは、インデ
ックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリス
ト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップ
ＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）の各ファイルが生成され記録される。
【０１２３】
　プレイリストファイルは、ユーザに見せるタイトルに対応して設けられ、少なくとも１
以上のプレイアイテムで構成される再生リストである。各プレイアイテムは、クリップに
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定している。
【０１２４】
　ＡＶＣＨＤフォーマットにおいて規定されるプレイリストファイルには、チャプタ区切
りを示すエントリマーク（ＥＭ）等のプレイリストマーク（ＰＬＭ）単位でメーカーズイ
ンフォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域が設定される。メーカー
ズインフォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域は、データ記録や編
集を行なってプレイリストの作成や更新を行なった機器のメーカーが自由な情報を書き込
むことを許容したデータ領域である。
【０１２５】
　本処理例では、このプレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズイン
フォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に、代表画像のアクセスに
必要となる情報、すなわちＧＯＰにおける被参照ピクチャとして設定されるＩＤＲ（Ｉ）
ピクチャの読み取りに利用する代表画像アクセス情報を記録する。
【０１２６】
　図１３を参照して、プレイリストファイルにおける代表画像アクセス情報の書き込み領
域について説明する。図１３に示すように、プレイリストファイル３１０には、拡張デー
タ領域（ＥｘｔｅｎｔｉｏｎＤａｔａ）３１１が記録され、拡張データ領域（Ｅｘｔｅｎ
ｔｉｏｎＤａｔａ）３１１には、プレイリストマーク（ＰＬＭ）単位の拡張データ領域で
あるプレイリストマーク拡張データ（ＰＬＭ　Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）領域が設
定される。
【０１２７】
　なお、プレイリストマーク（ＰＬＭ）は、チャプタを規定するマークとしてのエントリ
マーク（ＥＭ）およびチャプタに対応しない再生開始位置を示すリンクポイントを含む概
念であり、１つのプレイリストファイルには、複数のプレイリストマーク（ＰＬＭ）情報
が記録可能である。ただし１つのプレイリストに記録可能なプレイリストマーク数および
エントリマーク数には、それぞれフォーマト上の上限（例えば９９９）が設定されている
。
【０１２８】
　このように、１つのプレイリストには、複数のプレイリストマークが設定可能であり、
これらの複数のプレイリストマークに対応するプレイリストマーク拡張データ（ＰＬＭ　
Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）３１２領域が設定される。
【０１２９】
　個々のプレイリストマーク拡張データ３１２には、メーカーズインフォメーション（Ｍ
ａｋｅｒｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域３１３が設定される。このメーカーズインフ
ォメーション領域３１３は、データ記録や編集処理を行なう装置のメーカーが自由な情報
を書き込むことを許容したメーカー対応のデータ記録領域として設定されている。
【０１３０】
　このメーカーズインフォメーション領域３１３に上述の代表画像アクセス情報３１４、
すなわち、ＧＯＰにおける被参照ピクチャとして設定されるＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み
取りに必要な代表画像アクセス情報を記録する。
【０１３１】
　プレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォメーション（Ｍ
ａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記録する代表画像アクセス情報の例を以下に
示す。
【０１３２】
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【表３】

【０１３３】
　上記表に示すように、代表画像アクセス情報には、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　が含まれる。
【０１３４】
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）は、プレイリストマーク（ＰＬＭ）に対応す
るＧＯＰに含まれる被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの論理セクタ番号、す
なわちＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの論理アドレスを記録する。
【０１３５】
　この情報は、情報処理装置においてデータの記録や編集を実行してＩＤＲの書き込みが
行なわれた場合、その書き込みアドレス情報に基づいて記録する。再生時においては、こ
のアドレス情報の取得によって、即座にＩＤＲの書き込み開始位置へのシークが可能とな
る。なお、ＩＤＲ論理セクタ番号が不明である場合は、ＦＦＦＦＦＦＦＦｈを記録する。
【０１３６】
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）は、プレイリストマークに対応するＧＯＰに含まれ
る被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのデータサイズを格納する。このサイズ
情報も、情報処理装置においてデータの記録や編集時に記録あるいは更新されたＩＤＲの
データサイズを取得し、この実際のＩＤＲサイズをＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）情
報として記録する。従って、各ＩＤＲに対応する正確なバイトサイズデータが書き込まれ
ることになる。なお、データサイズが不明の場合は、００００００００ｈを記録する。
【０１３７】
　なお、情報処理装置において、プレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメー
カーズインフォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に代表画像アク
セス情報を記録するタイミングは、具体的には、例えば新たなデータ記録やデータ編集を
行いＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの新たな記録や更新が行なわれるタイミングである。データ記
録あるいはデータ編集を行なう情報処理装置は、情報記録媒体に対するデータ記録処理制
御を行う記録再生制御部１１０（図１参照）の制御の下、データ記録や編集に応じてＡＶ
ＣＨＤフォーマットに従ったデータベースファイルの更新処理を行うとともに、上記のＩ
ＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）を含む代表
画像アクセス情報をプレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフ
ォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記録する処理を実行する。
【０１３８】
　例えば図１に示す情報処理装置１００の記録再生制御部１１０は、予め規定された階層
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型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従って、ピ
クチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定
したエンコードデータの記録および記録データに対応する管理情報の記録制御を行ない、
さらに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取りに適用する代表画像ア
クセス情報を、記録フォーマットに従った属性情報ファイル、すなわち、プレイリストフ
ァイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記録する制御を行なう。
【０１３９】
　すなわち、記録再生制御部１１０は、再生区間情報としてのプレイリストマークによっ
て設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャ（ＩＤＲ（Ｉ）ピ
クチャ）の読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、ＩＤＲピクチャの読
み取りに適用するアドレス情報、ＩＤＲピクチャのデータサイズ、すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　これらの情報をプレイリストファイルのプレイリストマーク単位のメーカーズインフォ
メーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記録する制御を実行する。
【０１４０】
　次に、この代表画像アクセス情報を適用した場合の再生処理シーケンスについて、図１
４に示すフローチャートを参照して説明する。図１４に示す処理フローは、先に、図９の
フローを参照して説明したと同様、ＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録されたデータを
格納した情報記録媒体からのデータ読み取り再生例であり、例えばプレイリストマーク（
ＰＬＭ（＝ＥＭ））によって区分される各チャプタから代表画像を選択してサムネイル画
像として表示する場合の処理シーケンスである。なお、図１４に示すフロー中、二重線で
示すステップは、ファイルの読み取り処理に相当する。
【０１４１】
　図１４に示すフローは、例えば図１に示す情報処理装置１００の記録再生制御部１１０
の制御の下に実行される処理である。まず、ステップＳ２０１において、再生対象の代表
画像が含まれるチャプタに関する情報を記録したプレイリストを特定する。例えば、すべ
てのチャプタに対応するサムネイルリストを表示する場合は、先頭のプレイリストから順
に処理を行なうことになる。
【０１４２】
　プレイリストは、前述したように、ユーザに見せるタイトルに対応して設けられ、少な
くとも１以上のプレイアイテムで構成される再生リストである。各プレイアイテムは、ク
リップに対する再生開始点（ＩＮ点）と再生終了点（ＯＵＴ点）を持つことで、その再生
区間を指定している。
【０１４３】
　ステップＳ２０２では、特定したプレイリストファイルを読み込む。本実施例では、プ
レイリストファイルに設定されるプレイリストマーク（ＰＬＭ）単位のメーカーズインフ
ォメーション（ＭａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に、上述した代表画像アクセ
ス情報、すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　これらの情報が記録されている。
【０１４４】
　ステップＳ２０３では、プレイリストファイルから、再生を行なう代表画像を含むプレ
イリストマーク（ＰＬＭ）を特定し、ステップＳ２０４において、特定したプレイリスト
マーク（ＰＬＭ）に対応するメーカーズインフォメーションを読み取り、上述した代表画
像アクセス情報を読み取る。すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
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　これらの情報の読み取りを実行する。
【０１４５】
　次に、ステップＳ２０５において、代表画像アクセス情報に従って取得したアドレス情
報であるＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）を適用して、特定したＧＯＰ（ＥＰ）
にアクセスし、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）に従ったサイズのデータ読み取りを実
行する。この処理により、ＩＤＲを含むストリームデータの読み取りが実行される。
【０１４６】
　次に、ステップＳ２０６において、読み込んだストリームをデコードして代表画像の復
号データを取得して表示を行なう。例えばサムネイル（縮小画像）を表示する場合は、サ
ムネイル画像の作成処理を実行して表示する。
【０１４７】
　このように、本実施例の処理では、プレイリストファイルからＩＤＲ読み取りに必要な
情報としてのアドレス情報（ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号））、およびデータ
サイズ情報（ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ））が取得可能であり、これらの情報を適
用して、即座にＡＶストリームファイルをアクセスしてＩＤＲを読み取ることが可能とな
る。
【０１４８】
　次に、図１５を参照して、図１４のフローに従った処理を記録データの読み取り処理お
よびシーク処理を区別した具体的な処理シーケンスとして説明する。
【０１４９】
　図１５には、先に図１２を参照して説明したと同様、情報記録媒体に記録された記録情
報２７０を模式的に示している。記録情報には、先に説明したＡＶＣＨＤフォーマットに
従った各ファイル（インデックス～ストリームファィル）が記録されている。図には、プ
レイリストファイル２７３、クリップ情報ファイル２７４、ストリームファイル２７５を
示している。ストリームファイル２７５は、先に図１０を参照して説明したＧＯＰ単位の
データを格納している。図１５には、読み取り対象のＧＯＰ内の１つのＩＤＲ（被参照ピ
クチャ）２７７を示している。
【０１５０】
　図に示すＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ２７６は、クリップ情報ファイルから
取得可能なＩＤＲ読み取りサイズである。実際のＩＤＲサイズより大きく設定されている
。記録情報２７０には、さらに、ＡＶＣＨＤフォーマットにおいて記録されたファイルの
レイアウト情報としてのＦＥ２７２と、さらに、ファイルの基本情報であるＦＩＤ２７１
が記録されている。
【０１５１】
　さらに、図１５では、上述した代表画像アクセス情報、すなわち、プレイリストファイ
ルに設定されるプレイリストマーク（ＰＬＭ）単位のメーカーズインフォメーション（Ｍ
ａｋｅｒｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）領域に記録された代表画像アクセス情報に含まれる
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）３２１
　を示している。
　このＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）３２１は、前述したように、実際に情報記録媒
体に記録されている個々のＩＤＲのサイズに対応するデータであり、クリップ情報ファイ
ルから取得可能なＩＤＲ読み取りサイズであるＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ２
７６より小さく設定されている。
【０１５２】
　先に図１２を参照して説明したように、記録情報２７０中のファイルにアクセスする場
合、ＦＩＤ２７１をまず読み取り、ＦＩＤ２７１に従ってＦＥ２７２を取得して、ＦＥ２
７２から各ファイルの読み取り先を取得して、ファイルアクセスを実行することになる。
【０１５３】
　図１４のフローに従って実行する処理に対応するファイル読み取りとシーク処理とのシ
ーケンスは、図１５に示す時間ｔｐ～ｔｑに実線および点線デ示す処理になる。時間ｔｐ
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～ｔｑの処理において実線で示す処理はファイルの読み込み処理であり、点線で示す処理
はシーク処理である。
【０１５４】
　図１４のフローを参照して説明した処理に沿って、図１５に示すファイルの読み込み処
理とシーク処理について説明する。まず、図１４に示すフローのステップＳ２０１の処理
は、再生対象の代表画像が含まれるチャプタに関する情報を記録したプレイリストを特定
する処理であり、ステップＳ２０２～Ｓ２０４の処理が、特定したプレイリストファイル
を読み込み、プレイリストファイルから、再生を行なう代表画像を含むプレイリストマー
ク（ＰＬＭ）を特定し、特定したプレイリストマーク（ＰＬＭ）に対応するメーカーズイ
ンフォメーションを読み取り、上述した代表画像アクセス情報を読み取る。すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　これらの情報の読み取りを実行する処理である。
【０１５５】
　ステップＳ２０２～Ｓ２０４の処理は、図１５の実線部として示してある。このステッ
プＳ２０２～Ｓ２０４のプレイリストファイルの読み込みにおいて、代表画像アクセス情
報、すなわち、ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサ
イズ）が取得される。
【０１５６】
　従って、情報処理装置は、この代表画像アクセス情報に従って取得したアドレス情報で
あるＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）を適用して、特定したＧＯＰ（ＥＰ）の書
き込み領域にシークを行い、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）に従ったサイズのデータ
読み取りを実行することができる。このＩＤＲ読み取り処理が、図１５に示すステップＳ
２０５の実線部の処理である。
【０１５７】
　なお、このステップＳ２０５のデータ読み取りは、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
に従ったサイズのデータ読み取りとして実行される。先に、図１２を参照して説明したＩ
ＤＲの読み取り処理は、クリップ情報ファィルの記録情報であるＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏ
ｎＯｆｆｓｅｔ２７６に従って実行され、実際のＩＤＲサイズより大きく余裕を持ってデ
ータ読み取りが行なわれていたが、本処理例では、プレイリストファイルに記録される代
表画像アクセス情報に含まれるＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）は、実際のＩＤＲのデ
ータサイズに相当するデータサイズであり、無駄なデータ領域の読み込みを行なうことな
く確実にＩＤＲ情報の読み取りが可能となり、読み取り時間も短縮される。
【０１５８】
　先に説明した図１２の処理例では、ＩＤＲ読み取り処理を行なう場合、プレイリストフ
ァイルの読み取り、クリップ情報ファイルの読み取り、ストリームファイルの読み取りを
実行し、各ファイルの読み取りに移行する場合にＦＩＤ，ＦＥの各情報の読み取りを実行
するというシーケンスであり、非効率的な処理となっていたが、図１５に示す本発明に従
ったＩＤＲ読み取り処理においては、
　ＦＩＤ→ＦＥ→プレイリストファイル→ストリームファイル
　この処理シーケンスを実行するのみで、目的とするＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み取りが
可能となり、代表画像としてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み取り処理を効率的に短時間で
実行することができる。またストリームファイルの読み取り処理も実際のＩＤＲサイズに
応じたデータサイズの読み取りによって行なわれ余分なデータの読み取りがなされないの
で、さらなる処理時間の短縮が実現されることになる。
【０１５９】
　（４－２）インデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒ
ｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に代表画像アクセス情報を記録する実施例
　次に、代表画像アクセス情報をインデックスファイルのメーカーズプライベートデータ
（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に記録する実施例について説明する。
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【０１６０】
　先に、図２～図６を参照して説明したように，ＡＶＣＨＤフォーマットででは、インデ
ックス（ｉｎｄｅｘ）、ムービーオブジェクト（ＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ）、プレイリス
ト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップ
ＡＶストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）の各ファイルが生成され記録される。
【０１６１】
　インデックスファイルは、ムービーオブジェクトとの対応関係を管理している。ＡＶＣ
ＨＤフォーマットでは、本来ムービーオブジェクトファイルで管理すべきプレイリストの
再生順をインデックスファイルのメタデータ内で管理している。情報記録媒体をプレーヤ
に装填した際にはまずインデックスが読み込まれ、ユーザはインデックスに記述されたタ
イトルを見ることができる。
【０１６２】
　本実施例の構成では、上述した代表画像アクセス情報、すなわち、ＧＯＰにおける被参
照ピクチャとして設定されるＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み取りに必要な代表画像アクセス
情報をインデックスファイルのメーカーズプライベートデータ領域に記録する。
【０１６３】
　インデックスファイルの記録データは、データ記録メディアが装着された装置において
メディア起動時に装置による読み込み処理が実行され、装置のメモリ（ＲＡＭ）に格納さ
れる。従って、データの再生を行なう場合には、メモリからインデックスファイルの記録
データを取得することが可能であり、迅速な処理を行なうことが可能となる。
【０１６４】
　図１６を参照して、インデックスファイルにおける代表画像アクセス情報の書き込み領
域について説明する。図１６に示すように、インデックスファイル３５０には、拡張デー
タブロック（ＥｘｔｅｎｔｉｏｎＤａｔａ）３５１が記録され、拡張データブロック（Ｅ
ｘｔｅｎｔｉｏｎＤａｔａ）３５１には、データブロック３５２が設定され、このデータ
ブロック３５２に、メーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅＤａｔ
ａ）領域３５３が設定される。このメーカーズプライベートデータ領域３５３は、データ
記録や編集処理を行なう装置のメーカーが自由な情報を書き込むことを許容したメーカー
対応のデータ記録領域として設定されている。
【０１６５】
　このメーカーズプライベートデータ領域３５３に上述の代表画像アクセス情報３５４、
すなわち、ＧＯＰにおける被参照ピクチャとして設定されるＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み
取りに必要な代表画像アクセス情報を記録する。
【０１６６】
　インデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅ
Ｄａｔａ）領域に記録する代表画像アクセス情報の例を以下に示す。
【０１６７】
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【表４】

【０１６８】
　上記表に示すように、インデックスファイルに記録される代表画像アクセス情報にも、
先に説明したプレイリストファイルの記録情報と同様、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　が含まれる。
　ただし、インデックスファイルには、複数のチャプタに対応する個々のＩＤＲに対応す
る代表画像アクセス情報を記録するため、チャプタ数情報として、
　ＮＵＭ＿ＯＦ＿ＣＨＪＡＰＴＥＲ（チャプタ数）
　が記録され、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　は、チャプタ数（Ｎ）に対応するＮ個のデータセットが記録されることになる。
【０１６９】
　なお、ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）は、プレイリストマーク（ＰＬＭ）に
対応するＧＯＰに含まれる被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの論理セクタ番
号、すなわちＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの論理アドレスであり、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）は、プレイリストマークに対応するＧＯＰに含まれ
る被参照ピクチャとしてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャのデータサイズである。
【０１７０】
　これらの情報は、情報処理装置においてデータの記録や編集を実行してＩＤＲの書き込
みが行なわれた場合、その書き込みアドレス情報およびデータサイズに基づいて記録する
。再生時においては、このアドレス情報およびデータサイズを取得して、即座にＩＤＲの
書き込み開始位置へのシークを行い、ＩＤＲサイズに相当するデータサイズの読み取りが
可能となり、迅速な処理が可能となる。
【０１７１】
　なお、情報処理装置において、インデックスファイルのメーカーズプライベートデータ
（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に、上記の代表画像アクセス情報を記録す
るタイミングは、具体的には、例えば新たなデータ記録やデータ編集を行いＩＤＲ（Ｉ）
ピクチャの新たな記録や更新が行なわれるタイミングである。データ記録あるいはデータ
編集を行なう情報処理装置は、情報記録媒体に対するデータ記録処理制御を行う記録再生
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制御部１１０（図１参照）の制御の下、データ記録や編集に応じてＡＶＣＨＤフォーマッ
トに従ったデータベースファイルの更新処理を行うとともに、上記のＩＤＲ＿ＬＳＮ（Ｉ
ＤＲ論理セクタ番号）、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）を含む代表画像アクセス情報
をインデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅ
Ｄａｔａ）領域に記録する。なお、記録数に変更があった場合は、ＮＵＭ＿ＯＦ＿ＣＨＪ
ＡＰＴＥＲ（チャプタ数）についても更新する。
【０１７２】
　例えば図１に示す情報処理装置１００の記録再生制御部１１０は、予め規定された階層
型の管理構成を持つデータ記録フォーマットであるＡＶＣＨＤフォーマットに従って、ピ
クチャグループによって構成されるＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を設定
したエンコードデータの記録および記録データに対応する管理情報の記録制御を行ない、
さらに、記録データに設定されたデータ区間の代表画像の読み取りに適用する代表画像ア
クセス情報を、記録フォーマットに従った属性情報ファイル、すなわち、インデックスフ
ァイルのメーカーズプライベートデータ（ＭａｋｅｒｓＰｒｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に
記録する制御を行なう。
【０１７３】
　すなわち、記録再生制御部１１０は、再生区間情報としてのプレイリストマークによっ
て設定されるチャプタ単位の代表画像として設定される被参照ピクチャ（ＩＤＲ（Ｉ）ピ
クチャ）の読み取りに適用する情報を代表画像アクセス情報として、ＩＤＲピクチャの読
み取りに適用するアドレス情報、ＩＤＲピクチャのデータサイズ、すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　これらの情報をインデックスファイルのメーカーズプライベートデータ（Ｍａｋｅｒｓ
ＰｒｉｖａｔｅＤａｔａ）領域に記録する制御を実行する。
【０１７４】
　次に、この代表画像アクセス情報を適用した場合の再生処理シーケンスについて、図１
７に示すフローチャートを参照して説明する。図１７に示す処理フローは、先に、図９、
図１４のフローを参照して説明したと同様、ＡＶＣＨＤフォーマットに従って記録された
データを格納した情報記録媒体からのデータ読み取り再生例であり、例えばプレイリスト
マーク（ＰＬＭ（＝ＥＭ））によって区分される各チャプタから代表画像を選択してサム
ネイル画像として表示する場合の処理シーケンスである。なお、図１７に示すフロー中、
二重線で示すステップは、ファイルの読み取り処理に相当する。
【０１７５】
　図１７に示すフローは、例えば図１に示す情報処理装置１００の記録再生制御部１１０
の制御の下に実行される処理である。まず、ステップＳ３０１において、インデックスフ
ァイルからメーカーズプライベートデータを読み取り、チャプタ対応の代表画像アクセス
情報を読み取る。すなわち、
　ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）、
　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）
　これらの情報の読み取りを実行する。
【０１７６】
　なお、前述したように、インデックスファイルの記録データは、データ記録メディアが
装着された装置においてメディア起動時に装置による読み込み処理が実行され、装置のメ
モリ（ＲＡＭ）に格納される。従って、メモリからインデックスファイルの記録データを
取得することが可能であり、上記の代表画像アクセス情報の取得もメモリから取得するこ
とが可能となる。
【０１７７】
　次に、ステップＳ３０２において、代表画像アクセス情報に従って取得したアドレス情
報であるＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号）を適用して、特定したＧＯＰ（ＥＰ）
にアクセスし、ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ）に従ったサイズのデータ読み取りを実
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行する。この処理により、ＩＤＲを含むストリームデータの読み取りが実行される。
【０１７８】
　次に、ステップＳ３０３において、読み込んだストリームをデコードして代表画像の復
号データを取得して表示を行なう。例えばサムネイル（縮小画像）を表示する場合は、サ
ムネイル画像の作成処理を実行して表示する。
【０１７９】
　このように、本実施例の処理では、インデックスファイルからＩＤＲ読み取りに必要な
情報としてのアドレス情報（ＩＤＲ＿ＬＳＮ（ＩＤＲ論理セクタ番号））、およびデータ
サイズ情報（ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ（ＩＤＲサイズ））が取得可能であり、これらの情報を適
用して、即座にＡＶストリームファイルをアクセスしてＩＤＲを読み取ることが可能とな
る。
【０１８０】
　先に説明した図１２の処理例では、ＩＤＲ読み取り処理を行なう場合、プレイリストフ
ァイルの読み取り、クリップ情報ファイルの読み取り、ストリームファイルの読み取りを
実行し、各ファイルの読み取りに移行する場合にＦＩＤ，ＦＥの各情報の読み取りを実行
するというシーケンスであり、非効率的な処理となっていたが、本処理例では、
　メモリからインデックスファイル記録情報取得→ストリームファイル
　この処理シーケンスを実行するのみで、目的とするＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み取りが
可能となり、代表画像としてのＩＤＲ（Ｉ）ピクチャの読み取り処理を効率的に短時間で
実行することができる。またストリームファイルの読み取り処理も実際のＩＤＲサイズに
応じたデータサイズの読み取りによって行なわれ余分なデータの読み取りがなされないの
で、さらなる処理時間の短縮が実現されることになる。
【０１８１】
　以上、特定の実施例を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実施例の修正や代用を成し得ることは自明であ
る。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、限定的に解釈されるべ
きではない。本発明の要旨を判断するためには、冒頭に記載した特許請求の範囲の欄を参
酌すべきである。
【０１８２】
　なお、明細書中において説明した一連の処理はハードウェア、またはソフトウェア、あ
るいは両者の複合構成によって実行することが可能である。ソフトウェアによる処理を実
行する場合は、処理シーケンスを記録したプログラムを、専用のハードウェアに組み込ま
れたコンピュータ内のメモリにインストールして実行させるか、あるいは、各種処理が実
行可能な汎用コンピュータにプログラムをインストールして実行させることが可能である
。
【０１８３】
　例えば、プログラムは記録媒体としてのハードディスクやＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ
　Ｍｅｍｏｒｙ）に予め記録しておくことができる。あるいは、プログラムはフレキシブ
ルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ），ＭＯ（Ｍａｇｎｅｔｏ　ｏｐｔｉｃａｌ）ディスク，ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）、磁気ディスク、半導体メモリなどのリムーバブル記録
媒体に、一時的あるいは永続的に格納（記録）しておくことができる。このようなリムー
バブル記録媒体は、いわゆるパッケージソフトウエアとして提供することができる。
【０１８４】
　なお、プログラムは、上述したようなリムーバブル記録媒体からコンピュータにインス
トールする他、ダウンロードサイトから、コンピュータに無線転送したり、ＬＡＮ（Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネットといったネットワークを介して、
コンピュータに有線で転送し、コンピュータでは、そのようにして転送されてくるプログ
ラムを受信し、内蔵するハードディスク等の記録媒体にインストールすることができる。
【０１８５】
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　なお、明細書に記載された各種の処理は、記載に従って時系列に実行されるのみならず
、処理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並列的にあるいは個別に実行され
てもよい。また、本明細書においてシステムとは、複数の装置の論理的集合構成であり、
各構成の装置が同一筐体内にあるものには限らない。
【産業上の利用可能性】
【０１８６】
　以上、説明したように、本発明の一実施例構成によれば、例えばチャプタに対応して設
定された代表画像としての被参照画像（ＩＤＲ）のアクセス情報として、代表画像の読み
取りに適用するアドレス情報と読み取りデータサイズ情報を含む代表画像アクセス情報を
プレイリストファイルまたはインデックスファイルに記録する構成としたので、再生処理
において、サムネイルリスト表示など、代表画像の読み取り再生を行なう場合、代表画像
アクセス情報を参照した処理が可能となり、ＩＤＲ読み取り再生を効率的に迅速に行なう
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】本発明の情報処理装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】情報記録媒体における記録データのデータ構造を説明する図である。
【図３】プレイリスト（ＰｌａｙＬｉｓｔ）、プレイアイテム（ＰｌａｙＩｔｅｍ）、ク
リップ（Ｃｌｉｐ）、クリップ情報（ＣｌｉｐＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、クリップＡＶ
ストリーム（ＣｌｉｐＡＶＳｔｒｅａｍ）の関係を示すＵＭＬ（Ｕｎｉｆｉｅｄ　Ｍｏｄ
ｅｌｉｎｇ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）図である。
【図４】プレイリストによるクリップの参照関係について説明する図である。
【図５】プレイリストに設定されるメインパスとサプパス対応のプレイリストとクリップ
の関係について説明する図である。
【図６】情報記録媒体に記録されるファイルの管理構造について説明する図である。
【図７】ビデオカメラによる録画・撮影に従ってＡＶストリームのクリップとともにプレ
イリストが生成される手順について説明する図である。
【図８】ビデオカメラによる録画・撮影に従ってＡＶストリームのクリップとともにプレ
イリストが生成される手順について説明する図である。
【図９】ＡＶＣＨＤフォーマットで記録されたデータの代表画像再生処理シーケンスにつ
いて説明するフローチャートを示す図である。
【図１０】情報記録媒体に記録されたストリームデータの構成例を示す図である。
【図１１】クリップ情報ファイルのシンタクスを示す図である。
【図１２】ＡＶＣＨＤフォーマットで記録されたデータの代表画像再生処理シーケンスに
ついて説明する図である。
【図１３】プレイリストファイルにおける代表画像アクセス情報の書き込み領域について
説明する図である。
【図１４】プレイリストファイルに記録した代表画像アクセス情報を適用した代表画像再
生処理シーケンスについて説明するフローチャートを示す図である。
【図１５】プレイリストファイルに記録した代表画像アクセス情報を適用した代表画像再
生処理について説明するフローチャートを示す図である。
【図１６】インデックスファイルにおける代表画像アクセス情報の書き込み領域について
説明する図である。
【図１７】インデックスファイルに記録した代表画像アクセス情報を適用した代表画像再
生処理シーケンスについて説明するフローチャートを示す図である。
【符号の説明】
【０１８８】
　１００　情報処理装置
　１１０　記録再生制御部
　１１１　主制御部（プロセッサ）
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　１１２　ＲＯＭ
　１１３　ＲＡＭ
　１１４　入出力インタフェース
　１１５　バス
　１２０　媒体制御部
　１３０　記録再生用ワークメモリ
　１４０　符号復号化部
　１５０　入出力信号制御部
　１８０　情報記録媒体
　２００，２０１　クリップ
　２１０～２１２　プレイリスト
　２２０，２２３，２２４　プレイアイテム
　２５１　ＣＰＩブロック［ｂｌｋＣＰＩ（）］
　２７０　記録情報
　２７１　ＦＩＤ
　２７２　ＦＥ
　２７３　プレイリストファイル
　２７４　クリップ情報ファイル
　２７５　ストリームファイル
　２７６　ＩＥｎｄＰｏｓｉｔｉｏｎＯｆｆｓｅｔ
　３１０　プレイリストファイル
　３１１　拡張データ領域（ＥｘｔｅｎｔｉｏｎＤａｔａ）
　３１２　プレイリストマーク拡張データ
　３１３　メーカーズインフォメーション
　３１４　代表画像アクセス情報
　３２１　ＩＤＲ＿ＳＩＺＥ
　３５０　インデックスファイル
　３５１　拡張データブロック
　３５２　データブロック
　３５３　メーカーズプライベートデータ
　３５４　代表画像アクセス情報
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